
2022年3月16日 ミナリスメディカル株式会社

　　　　　（2021年12月31日現在）　　　
（単位：千円）

資　産　の　部 負　債　の　部

科        目 金           額 科        目 金           額

流　動　資　産  　 6,133,058 流　動　負　債 2,223,562 

  現金及び預金 8,434   買  掛  金 695,445 

  売  掛  金 3,261,685   未  払  金 489,696 

  商品及び製品 1,514,018 　未払法人税等 187,837 

　仕掛品 29,421   預  り  金 77,637 

  原材料及び貯蔵品 578,826   売上値引引当金 354,263 

  関係会社貸付金 553,278   売上割戻引当金 30,981 

  その他 187,394   役員賞与引当金 9,758 

  賞与引当金 376,954 

固 定 資 産　　 4,567,918   その他 986 

 有形固定資産 3,142,613 固　定　負　債　 4,956,633 

  建      物 735,268 　関係会社長期借入金 3,000,000 

  構  築  物 61,256   リース債務 736,928 

  機械及び装置 383,195   退職給付引当金 1,162,168 

  車両及び運搬具 758 　退職慰労引当金 7,503 

  工具器具及び備品 390,719 　資産除去債務 48,862 

  土  　　地 920,592   長期未払金 1,170 

  リース資産 611,451 負債合計 7,180,195 

  建設仮勘定 39,371 純　資　産　の　部

 無形固定資産　 68,660 株　主　資　本 3,520,781 

  販売権 33,833 　資 　本　 金 450,000 

  特許権 4,545 　資　本　剰　余　金 500,000 

  施設利用権 2,987  　 資本準備金 500,000 

　ソフトウェア 27,293 　利　益　剰　余　金 2,570,781 

 投資その他の資産　 1,356,644   　利益準備金 74,000 

　投資有価証券 0   　その他利益剰余金 2,496,781 

  関係会社出資金 70,000 　　　繰越利益剰余金 2,496,781 

  長期前払費用 514,009 

  長期繰延税金資産 678,524 評価・換算差額等 -

  その他 94,111 　その他有価証券評価差額金 -

　貸倒引当金 0 純資産合計 3,520,781 

資産合計 10,700,977 負債及び純資産合計 10,700,977 

貸　借　対　照　表
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(重要な会計方針に係る事項に関する注記)

１．有価証券の評価基準及び評価方法
　

（１）その他有価証券

①時価のあるもの ：期末日の市場価格等に基づく時価法

　（評価差額は全部純資産直入法により処理し、

　売却原価は移動平均法により算定)

②時価のないもの ：移動平均法による原価法

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法

（１）商品・製品・半製品 ：移動平均法による原価法

　（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

（２）仕　掛　品 ：移動平均法による原価法

　（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

（３）原　材　料 ：移動平均法による原価法

　（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

３．固定資産の減価償却の方法

（１）有形固定資産（リース資産を除く）：定額法

（２）無形固定資産（リース資産を除く）：定額法

（３）リース資産 ：リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

４．引当金の計上基準

 (１) 貸倒引当金 　売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸

倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能

性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

（２）売上値引引当金 　期末売掛金に対して将来発生する売上値引に備えるため､ 期末売掛金

に売上値引見込率を乗じた相当額を計上しております。

（３）売上割戻引当金 　期末売掛金に対して将来発生する売上割戻に備えるため､ 期末売掛金

に売上割戻見込率を乗じた相当額を計上しております。

（４）役員賞与引当金 　取締役への賞与支給に備えるため、賞与支給見込み額のうち当事業年

度に帰属する額を計上しております。

（５）退職給付引当金 　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務

及び年金資産の見込額に基づき計上しております。

①退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当期事業年度末まで

の期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。

②数理計算上の差異及び過去勤務費用の処理方法

　過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数(主として５年)による定額法により費用処理しております。

　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存

勤務期間以内の一定の年数(主として10年)による定額法により按分した

額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。

（６）退職慰労引当金 　取締役の退職慰労金の支出に備えるため、当事業年度末の引当金残高

が内規に基づく必要額となるよう計上しております。

個別注記表
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５．消費税等の会計処理

 税抜方式を採用しております。

６．その他の注記

 計算書類中の記載金額は、表示単位未満を端数切捨にて表示しております。

 ％表示については四捨五入表示をしております。

(表示方法の変更に関する注記)

　売上値引引当金の表示方法は、従来、貸借対照表上、未払金（前事業年度427,281千円） に含めて表示して
おりましたが、重要性が増したため、当事業年度より、売上値引引当金（当事業年度354,263千円）として
表示しております。

(株主資本等変動計算書に関する注記)

１．発行済株式の種類及び株式数に関する事項

（単位：株）

２．配当に関する事項

(1)配当金支払額
該当事項はありません。

(2)基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの
無配のため、該当事項はありません。

(当期純損益金額)

当期純利益は344,230千円であります。

※記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。

－ 532,000

当期
減少株式数

当期末
株　式　数

株式の
種　類

普通株式

当期首
株 式 数

当期
増加株式数

532,000 －
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